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論文内容要旨
緒言
 顛蝕の最も発生しやすい部位である咬合面裂溝部は,萌出後早期に齲蝕に罹患すると考えられ,
 従来主に裂溝の型とi糟蝕感受性との関連の研究がなされてきた。エナメル質表層構造は平滑面で
 は,prismlessellamellayer(無小柱エナメル質層)としてしばしばみられるが,裂溝部での詳
 細な観察の記載はない。最近,裂溝内の内容物に関する報告がなされているが,齲蝕との関連に
 ついての検索は乏しい。本論文では,主に走査電子顕微鏡を用いて,裂溝部のエナメル質表層構
 造と内容物に関して,萌出中の歯と齲蝕にたえた歯とを比較することにより,裂溝部の齲蝕感受
 性という観点から考察した。
 材料及び方法
 6ケ月前には萌出していなかったヒト永久歯の臼歯と,45-70才の齲蝕にたえた臼歯を用いた。
 裂溝内部を観察するために種々の方向より切断及び割断した。一部は有機成分を取り除く目的で
 次亜塩素酸溶液で処理した。試料は臨界点乾燥法を用い通常の方法に・てJSM-50A走査電子顕
 微鏡で観察し,一部はマイクロラジオグラフに供された。
結果
 萌出早期の歯:裂溝部エナメル質表面はしばしば有機成分で覆われており,直径5-7μmの細
 胞の変性を思わせる像が散見される。表層エナメル質は多様な像を示すが,エナメル小柱の終末
 を思わせる陥凹がみられいわゆるprismaticename1(小柱エナメル質)よりなることが多く,陥
 凹部にはしばしば細菌の集積がみられる。
 齲蝕にたえた歯:裂溝部エナメル質表層は,通常陥凹を示すことはなく結晶の配列方向がエナ
 メル質表面とほぼ直角である厚さ約3μmのprismlessellamellayerよりなる。裂溝壁には軽
 い齲蝕病巣をみることがあり,その部のprismlessenamellayerは正常部に比べやや厚さをま
 し結晶物をみることがある。裂溝内部は,しばしば形態を異にする数種の石灰化物で埋まってお
 り,入口部でよくみられる。裂溝底部には浅い陥凹がみられることがある。
 考察及び結語
 萌出早期の歯で裂溝部エナメル質表面の細胞変性を思わせる部分は,脱灰源の通路になりうる
 ことを示唆している。Prismaticename1が高頻度で萌出早期の歯の裂溝部エナメル質にみられる
 ことは,齲蝕にたえた歯の大部分にはprismlessenamellayerがみられることと比較して,裂
 溝部エナメル質表層の構造の差が齲蝕感受性との関連において重要視されうるであろう。齲蝕に
 たえた歯では,裂溝内の内容物は,萌出早期の歯にみられる細胞成分や細菌などに比し,裂溝
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 入口部あるいは裂溝内全体で石灰化を呈していることが多い。これらの所見は,裂溝部における
 posteruptivematuration(萌出後の成熟)の重要性と齲蝕感受性の減退のための早期予防の必要
 性と抗齲蝕性獲得のための有効な齲蝕予防法を示唆している。
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審査結果要旨
 本論交は,う蝕のうち,最も頻度の高い裂溝う蝕について・裂溝部歯質と裂溝部内容とを,主
 として走査電子顕微鏡を用いて観察し,裂溝部におけるう蝕感受性の本態について病理形態学的
 に検討を加えたものである。
 元来,う蝕は,その病因についての研究には注目に価するものがあるが,歯質のもつう蝕感受
 性に関する研究は少なく、とくに裂溝う蝕の感受性をきめる歯質側の条件に関する検索は,ほと
 んどないといっても過言ではない。また、う蝕感受性という概念は,歯質ばかりでなく,歯をと
 りまく口腔環境にも及ぶものである。従って,裂溝部におけるう蝕感受性の問題を解明するため
 には,裂溝部歯質とその内容とを同時に解析し,両者の相互関係を検討することが必要である。
 本論文は,このような観点から,萌出中のヒト永久向歯と,う蝕に罹患しなかった45才以上の
 臼歯とを用い,その裂溝部歯質の性状と,裂溝部内容とを走査電子顕微鏡を駆使して比較観察し,
 両者における裂溝部の病理形態学的な差異から,う蝕感受性の本態を明らかにしょうと企てたも
 のである。従来,このような方法,観点から裂溝う蝕の感受性の問題を検索したものは全くなく,
 その意味で本論文の方法論的着想はまことに見事である。
 その結果本論文では次のような知見が明らかにされている。すなわち,萌出早期の歯では,
 その裂溝部歯質の表面に細胞変1生に由来すると思われる欠陥部が認められ,この部がう蝕の侵入
 経路となり得ることを示唆し・また近年,平滑面う蝕の侵入門戸として注目されているprismatic
 ellame1が高い頻度で裂溝部にも出現していることを明瞭に指摘している。さらに,う蝕に罹患し
 なかった成人の歯の裂溝部では,萌出早期の歯にはみられなかったprismlesslayerがエナメル
 質最表層に認められ、かつ極めて初期のエナメル質う蝕が存在した例では,prismlesslayerの厚
 さがましていることから,この部が裂溝う蝕の感受性と何らかの関連性をも一,ていることを指摘
 している。また,成人の歯では,裂溝内容物が,いろいろな形態を示す石灰化物とな')ているこ
 とが多く,とくにほとんどの例で,裂溝部入口が石灰化物で閉塞されていることを観察し,この
 ことが成人の歯の裂溝う蝕の感受性減退の一因をなしているのであろうとしている。
 以上のように本論丈は,ヒト永久臼歯の裂溝う蝕を,従来ほとんど解析されていなかった歯質
 の面から、また裂溝内容の面から検討し,そのう蝕感受性の問題について多くの新知見を得てい
 る。さらに本論文は,今後追求していかなければならない裂溝う蝕予防という大きな命題に対し,
 多くの示唆にとむ問題点を提示しており,裂溝う蝕における病因論的な解析の第一歩を確実に印
 したものとして高く評価される。
 よって,本論文は充分学位授与に値するものと認める。
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